
社会保障審議会年金部会「パート労働者の厚生年金適用に関するワーキンググループ」・開催状況

開催日 議事

第１回
平成18年

12月27日(水)
今後の進め方について議論

第２回
平成19年

１月18日(木)

下記団体からヒアリング

日本フードサービス協会、全国生活衛生同業組合中央会、情報サービス産業協会

電機・電子・情報通信産業経営者連盟、日本鉄鋼連盟、日本自動車工業会、日本商工会議所

第３回 １月19日(金)

下記団体からヒアリング

全国繊維化学食品流通サービス一般労働組合同盟、情報産業労働組合連合会

日本労働組合総連合会、全国コミュニティ・ユニオン連合会

第４回 １月22日(月）

下記団体からヒアリング

日本チェーンストア協会、日本スーパーマーケット協会、日本百貨店協会

日本人材派遣協会、日本生産技能労務協会、日本経済団体連合会

第５回 １月25日(木)

下記団体からヒアリング

日本サービス・流通労働組合連合、日本郵政公社労働組合、全日本自治団体労働組合

日本給食サービス協会、全国ビルメンテナンス協会

第６回 １月30日(火) 学識経験者からヒアリング

第７回 ２月２日(金) 学識経験者からヒアリング

第８回 ２月８日(木)
下記団体から追加ヒアリング

日本フードサービス協会、日本労働組合総連合会、全国コミュニティ・ユニオン連合会

第９回 ２月14日(水)
下記団体から追加ヒアリング

日本チェーンストア協会、日本スーパーマーケット協会、日本百貨店協会

第10回

･･･

３月６日(火) 報告書について議論、年金部会に報告
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パ
ー

ト
労

働
者

に
対

す
る

厚
生

年
金

適
用

の
拡

大
に

つ
い

て
厚

生
労

働
省

案
の

ポ
イ

ン
ト

１
．

新
た

な
適

用
基

準

①
労

働
時

間
：
「
週

所
定

労
働

時
間

が
２

０
時

間
以

上
」
で

あ
る

こ
と

※
雇

用
保

険
の

例
に

同
じ

②
賃

金
水

準
：
「
賃

金
が

月
額

９
８

，
０

０
０

円
以

上
」
で

あ
る

こ
と

か
つ

か
つ

か
つ

※
現

行
の

厚
生

年
金

の
保

険
料

負
担

の
基

準
（
標

準
報

酬
等

級
）
の

下
限

の
額

※
賞

与
を

含
ま

な
い

毎
月

の
賃

金
支

給
額

で
判

断

③
勤

務
期

間
:「

勤
務

期
間

が
１

年
以

上
」
で

あ
る

こ
と

※
雇

用
保

険
の

例
に

同
じ

④
中

小
零

細
事

業
所

へ
の

配
慮

：
「
従

業
員

が
３

０
０

人
以

下
」
の

中
小

零
細

事
業

所
の

事
業

主
に

は
新

た
な

基
準

の
適

用
を

猶
予

※
現

在
厚

生
年

金
の

適
用

対
象

と
さ

れ
て

い
る

従
業

員
の

人
数

で
算

定

２
．

健
康

保
険

・
介

護
保

険

○
被

用
者

に
対

す
る

社
会

保
険

制
度

と
し

て
一

体
的

な
運

営
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

厚
生

年
金

で
新

た
に

適
用

対
象

と
な

る
者

に
つ

い
て

は
、

健
康

保
険

・
介

護
保

険
も

適
用

す
る

。

３
．

施
行

時
期

○
制

度
の

周
知

や
企

業
の

対
応

、
行

政
実

務
の

対
応

な
ど

十
分

な
準

備
期

間
を

設
け

る
観

点
か

ら
、

日
本

年
金

機
構

の
発

足
も

見
据

え
つ

つ
、

適
切

な
期

間
を

経
て

、
政

令
で

定
め

る
日

か
ら

施
行

す
る

。

※
現

在
、

「
４

分
の

３
以

上
」
の

基
準

に
よ

り
既

に
厚

生
年

金
の

適
用

対
象

と
さ

れ
て

い
る

パ
ー

ト
労

働
者

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

現
行

の
基

準
に

よ
る

。

※
日

本
年

金
機

構
：
社

会
保

険
庁

を
廃

止
後

、
公

的
年

金
の

運
営

業
務

を
担

う
。

平
成

2
2
年

1
月

発
足

予
定

。
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パ
ー

ト
労

働
者

に
対

す
る

厚
生

年
金

適
用

の
拡

大
に

つ
い

て
（

案
）

～
被

用
者

に
ふ

さ
わ

し
い

老
後

の
所

得
保

障
の

た
め

に
～

○
パ

ー
ト

労
働

者
が

社
会

経
済

に
お

い
て

そ
の

役
割

や
比

重
を

増
し

て
い

く
中

で
、

そ
の

被
用

者
に

ふ
さ

わ
し

い
年

金
保

障
を

充
実

す
る

こ
と

は
、

今
日

の
均

衡
待

遇
を

確
保

す
る

た
め

の
労

働
政

策
の

展
開

と
と

も
に

、
将

来
の

老
後

生
活

に
お

け
る

格
差

を
拡

大
、

固
定

化
さ

せ
な

い
た

め
の

喫
緊

の
政

策
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

○
ま

た
、

現
行

の
厚

生
年

金
の

適
用

基
準

は
、

パ
ー

ト
労

働
者

が
正

社
員

に
な

ろ
う

と
す

る
際

の
保

険
料

負
担

の
発

生
に

よ
り

正
社

員
就

業
を

妨
げ

て
い

る
と

の
指

摘
や

、
労

働
時

間
・

雇
用

形
態

の
選

択
に

中
立

的
で

な
い

な
ど

の
指

摘
も

な
さ

れ
て

い
る

。

○
こ

う
し

た
諸

課
題

に
対

応
し

、
国

民
皆

年
金

を
堅

持
し

公
的

年
金

制
度

に
対

す
る

国
民

の
信

頼
を

高
め

る
観

点
か

ら
、

以
下

の
基

本
的

な
考

え
方

に
基

づ
き

、
厚

生
年

金
の

適
用

基
準

を
見

直
す

た
め

の
所

要
の

措
置

を
講

じ
、

パ
ー

ト
労

働
者

に
対

す
る

厚
生

年
金

の
適

用
を

拡
大

す
る

。

○
そ

の
際

、
既

に
適

用
対

象
と

さ
れ

て
い

る
者

を
含

め
、

法
令

上
の

根
拠

を
明

確
に

し
、

厚
生

年
金

の
適

用
の

徹
底

を
図

る
。

（
被

保
険

者
の

範
囲

に
係

る
基

本
的

事
項

を
法

定
。

具
体

的
基

準
は

一
部

政
省

令
等

に
委

任
。

）

労
働

の
報

酬
に

よ
り

生
計

を
営

み
、

老
後

は
稼

得
手

段
を

失
う

可
能

性
が

高
い

被
用

者

に
つ

い
て

は
、

出
来

る
限

り
被

用
者

年
金

制
度

の
対

象
と

す
る

。

○
具

体
的

に
は

、
労

働
時

間
等

の
面

で
正

社
員

に
近

い
パ

ー
ト

労
働

者
に

労
使

折
半

で
適

用
す

る
と

い
う

現
行

制
度

と
同

様
の

考
え

方
の

下
に

、
厚

生
年

金
の

適
用

範
囲

を
拡

大
す

る
。

１
．

厚
生

年
金

の
適

用
拡

大
に

関
す

る
基

本
的

考
え

方

２
．

適
用

基
準

の
見

直
し

現
在

の
基

準
で

あ
る

「
通

常
の

労
働

者
の

所
定

労
働

時
間

の
４

分
の

３
以

上
」

と
い

う

労
働

時
間

に
関

す
る

要
件

を
「

週
所

定
労

働
時

間
が

２
０

時
間

以
上

」
に

引
き

下
げ

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

平
成

１
９

年
３

月
１

３
日

厚
生

労
働

省
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○
こ

れ
に

よ
り

新
た

に
対

象
と

な
る

「
週

所
定

労
働

時
間

が
２

０
時

間
以

上
で

、
通

常

の
労

働
者

の
４

分
の

３
未

満
で

あ
る

パ
ー

ト
労

働
者

」
に

つ
い

て
は

、
所

定
労

働
時

間

に
関

す
る

要
件

と
他

の
要

件
と

を
組

み
合

わ
せ

て
、

厚
生

年
金

の
適

用
対

象
と

す
る

「
被

用
者

」
を

、
「
３

．
」
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

。

○
現

在
、

「
通

常
の

労
働

者
の

所
定

労
働

時
間

の
４

分
の

３
以

上
」
の

基
準

に
よ

り
既

に
厚

生
年

金
の

適
用

対
象

と
さ

れ
て

い
る

パ
ー

ト
労

働
者

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、

現
行

の
基

準
に

よ
る

。

３
．

新
た

に
対

象
と

な
る

パ
ー

ト
労

働
者

の
適

用
基

準

所
定

労
働

時
間

を
基

軸
と

し
て

、
賃

金
水

準
及

び
勤

務
期

間
を

適
用

の
判

断
要

素
と

す
る

。

（
１

）
労

働
時

間

「
労

働
時

間
」

は
、

本
人

が
被

用
者

と
し

て
の

就
労

実
態

を
備

え
て

い
る

か
、

事
業

主

の
事

業
活

動
と

一
定

以
上

の
関

係
性

を
有

し
て

い
る

か
を

判
断

す
る

最
も

基
本

的
な

要
素

で
あ

り
、

一
定

時
間

以
上

の
所

定
労

働
時

間
が

あ
る

こ
と

を
必

要
と

す
る

。

○
雇

用
保

険
の

パ
ー

ト
労

働
者

の
適

用
基

準
の

例
を

踏
ま

え
、

法
定

労
働

時
間

（
週

４
０

時
間

）
の

半
分

で
あ

る
「

週
所

定
労

働
時

間
が

２
０

時
間

以
上

」
と

す
る

。

（
２

）
賃

金
水

準

国
民

年
金

の
給

付
・

負
担

と
の

均
衡

、
既

に
厚

生
年

金
が

適
用

さ
れ

て
い

る
他

の
労

働

者
と

の
関

係
、

パ
ー

ト
労

働
者

自
身

の
保

険
料

負
担

感
へ

の
配

慮
な

ど
の

観
点

か
ら

、
一

定
以

上
の

賃
金

額
が

あ
る

者
に

限
る

。

○
上

記
の

観
点

を
踏

ま
え

、
当

面
、

現
行

の
厚

生
年

金
適

用
対

象
者

に
係

る
保

険
料

負

担
の

基
準

（
標

準
報

酬
等

級
）

の
下

限
の

額
「

月
額

９
８

，
０

０
０

円
」

以
上

の
賃

金

を
得

て
い

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。
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（
３

）
勤

務
期

間

事
務

負
担

を
負

う
こ

と
と

な
る

事
業

主
な

ど
の

観
点

か
ら

、
頻

繁
な

入
離

職
と

な
ら

な

い
一

定
期

間
以

上
の

雇
用

関
係

を
備

え
た

者
に

限
る

こ
と

と
す

る
。

○
雇

用
保

険
の

パ
ー

ト
労

働
者

の
適

用
基

準
の

例
を

踏
ま

え
、

「
１

年
以

上
」

の
勤

務

期
間

が
あ

る
こ

と
を

要
件

と
す

る
。

４
．

経
過

措
置

適
用

拡
大

に
よ

る
事

業
経

営
へ

の
影

響
は

、
事

業
規

模
が

小
さ

い
ほ

ど
相

対
的

に
大

き

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

激
変

緩
和

の
た

め
の

所
要

の
措

置
を

講
じ

る
。

○
具

体
的

に
は

、
従

業
員

「
３

０
０

人
」

以
下

の
中

小
零

細
事

業
所

の
事

業
主

に
つ

い

て
は

、
当

面
、

新
た

な
基

準
の

適
用

を
猶

予
す

る
。

５
．

そ
の

他

あ
わ

せ
て

、
健

康
保

険
・

介
護

保
険

に
つ

い
て

も
、

被
用

者
に

対
す

る
社

会
保

険
制

度

と
し

て
一

体
的

な
運

営
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

適
用

対
象

を
厚

生
年

金
と

同
様

に
拡

大
す

る
。

６
．

施
行

時
期

制
度

の
周

知
や

企
業

の
対

応
、

行
政

実
務

の
対

応
な

ど
十

分
な

準
備

期
間

を
設

け
る

観

点
か

ら
、

日
本

年
金

機
構

の
発

足
も

見
据

え
つ

つ
、

適
切

な
期

間
を

経
て

、
政

令
で

定
め

る
日

か
ら

施
行

す
る

。

う
ち

、
厚

生
年

金
１

０
０

～
２

０
０

億
円

健
康

保
険

・
介

護
保

険
１

０
０

億
円

程
度

（
参

考
）

適
用

拡
大

に
関

す
る

推
計

・
対

象
人

数
１

０
～

２
０

万
人

・
事

業
主

負
担

へ
の

影
響

額
２

０
０

～
３

０
０

億
円
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パ
ー

ト
労

働
者

へ
の

社
会

保
険

適
用

に
関

す
る
確

認
事

項

平
成
１
９
年
３
月
２
７
日

年
金
委
員
会
・
厚
生
労
働
部
会
合
同
会
議

パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
６
年
の
制
度
改
正
時

に
も
議
論
が
行
わ
れ
、
改
正
法
附
則
に
お
い
て
５
年
後
を
目
途
と
し
た
検
討
規
定
が
設
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
内
閣
発
足
に
伴
い
、
内
閣
の
基
本
方
針
と
し
て
こ
れ
を
前
倒
し
し
て

検
討
し
、
結
論
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
党
と
し
て
も
、
政
府
・
与
党
を
通
じ
た

重
要
な
政
策
課
題
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
パ
ー
ト
労
働
者
の
方
々
の
老
後
の
安
心
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
社
会
保
険
適

用
の
基
準
で
あ
る
年
収
１
３
０
万
円
が
ひ
と
つ
の
壁
と
な
り
、
実
質
的
な
賃
金
調
整
が
行
わ
れ

て
い
る
実
態
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
に
関
す
る
格
差
を
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
事
業
主
負
担
の
増
大
や
新
た
な
保
険

料
負
担
の
発
生
な
ど
、
パ
ー
ト
労
働
者
自
身
や
事
業
主
へ
の
影
響
の
大
き
さ
も
考
慮
し
、
制
度

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
現
実
的
な
制
度
設
計
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
今
般
、
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
確
認
し
、

政
府
に
対
し
て
、
そ
の
着
実
な
実
行
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。

１
．
政
府
か
ら
示
さ
れ
た
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
基
準
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト

労
働
者
や
事
業
主
の
事
情
に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
妥
当
と
考
え
る
。

２
．
新
た
な
適
用
基
準
に
お
け
る
具
体
的
な
数
値
（
２
０
時
間
、
９
８
，
０
０
０
円
、
１
年
、

３
０
０
人
）
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
明
記
す
る
。

３
．
新
た
な
適
用
基
準
に
お
け
る
「
賃
金
月
額
９
８
，
０
０
０
円
」
に
つ
い
て
は
、
賞
与
や
通

勤
手
当
、
残
業
手
当
等
を
含
ま
な
い
賃
金
で
算
定
す
る
。

４
．
学
生
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
適
用
基
準
の
対
象
外
と
す
る
。

自
由
民
主
党
年
金
委
員
会
・
厚
生
労
働
部
会
合
同
会
議
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５
．
中
小
事
業
主
の
猶
予
措
置
の
期
限
に
つ
い
て
は
｢
当
面
｣
で
は
な
く
、
｢
別
に
法
律
で
定
め

る
日
｣
ま
で
と
す
る
。

６
．
適
用
逃
れ
を
ね
ら
っ
た
雇
用
調
整
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
厳
格
に
運
用
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
。
特
に
労
働
時
間
、
賃
金
、
勤
務
期
間
に
つ
い
て
は
、
採
用
時
の

見
込
み
が
基
準
外
と
判
断
さ
れ
て
も
、
そ
の
後
の
勤
務
実
態
が
基
準
内
と
な
る
ケ
ー
ス
も
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
細
切
れ
労
働
や
賃
金
の
調
整
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
事
業
主
が
行
う
事

務
手
続
き
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

７
．
社
会
保
険
庁
改
革
に
関
連
し
、
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
現
行
基
準
の
運
用
の
徹
底
、
厚
生
年

金
の
適
用
事
業
所
へ
の
適
用
や
国
民
年
金
の
未
納
・
未
加
入
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
方

策
を
実
施
す
る
。

８
．
制
度
改
革
の
趣
旨
が
広
く
国
民
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
周
知
す
る
と
と
も
に
、
施
行
ま
で
に

十
分
な
準
備
期
間
を
設
け
る
。

９
．
な
お
、
世
帯
単
位
の
制
度
の
あ
り
方
、
国
民
年
金
未
納
・
未
加
入
の
問
題
、
基
礎
年
金
の

あ
り
方
、
国
民
年
金
に
お
け
る
２
階
部
分
の
あ
り
方
（
国
民
年
金
基
金
を
含
む
）
、
厚
生
年

金
等
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模
事
業
所
等
の
取
扱
い
な
ど
の
制
度
的
な
諸
課
題
に
つ

い
て
は
、
党
と
し
て
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。
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パ
ー

ト
労

働
者

へ
の

社
会

保
険

適
用

に
関

す
る

確
認

事
項

平
成
1
9
年
3
月
2
8
日

パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
6
年
の
年
金
制
度
改
正

時
に
議
論
が
行
わ
れ
、
改
正
法
附
則
に
お
い
て
5
年
後
を
目
途
と
し
て
検
討
規
定
が
設
け
ら

れ
た
。

安
倍
内
閣
の
発
足
後
、
近
年
の
非
正
規
労
働
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、
正
社
員
と
の
格
差
の

是
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援
の
た
め
の
政
策
体
系
の
一
環

と
し
て
、
改
め
て
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
今
国
会
で
は
労
働
基
準
法
、
パ
ー
ト
労
働
法
、
最
低
賃
金
法
等
の
包
括
的
な
改
正
が

政
府
よ
り
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
う
し
た
格
差
是
正
の
取
り
組
み
の
流
れ
に
合
致

し
た
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
適
用
に
つ
い
て
は
、
1
号
被
保
険
者
と
3
号
被
保
険
者
が
存

在
し
、
と
り
わ
け
3
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
適
用
を
拡
大
す
る
こ
と
に
は
、
様
々
な
意
見
が

存
在
し
て
お
り
、
平
成
1
6
年
改
正
時
に
は
そ
う
し
た
多
様
な
意
見
を
踏
ま
え
附
則
で
の
検
討

規
定
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
般
の
適
用
の
拡
大
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
も
、
3
号
被

保
険
者
の
保
険
料
負
担
の
増
大
、
事
業
主
負
担
の
増
大
等
に
つ
い
て
の
懸
念
に
十
分
配
慮
し

つ
つ
、
働
き
方
に
中
立
的
な
社
会
保
障
制
度
と
い
う
目
標
に
向
け
前
進
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
法
案
提
出
に
あ
た
っ
て
以
下
の
事
項
に
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
、
年

金
制
度
委
員
会
及
び
厚
生
労
働
部
会
と
し
て
確
認
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
政
府
か
ら
示
さ
れ
た
パ
ー
ト
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
基
準
に
つ
い
て
は
、
パ
ー

ト
労
働
者
や
事
業
主
の
意
見
等
に
つ
い
て
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
概
ね
妥
当
な
も
の

と
考
え
る
。

２
．
新
た
な
適
用
基
準
（
2
0
時
間
、
9
8
,
0
0
0
円
、
1
年
以
上
、
3
0
0
人
以
下
の
事
業
所
の
適
用

除
外
）
に
つ
い
て
は
今
後
の
運
用
を
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
法
律
に
明
記
す
る
も
の

と
す
る
。

３
．
新
た
な
適
用
基
準
に
お
け
る
「
賃
金
月
額
9
8
,
0
0
0
円
」
に
つ
い
て
は
、
賞
与
や
通
勤
手

当
、
残
業
手
当
等
を
含
ま
な
い
こ
と
と
し
法
律
に
明
記
す
る
。

４
．
学
生
に
つ
い
て
は
そ
の
立
場
の
特
性
か
ら
適
用
の
対
象
外
と
す
る
。

５
．
中
小
事
業
主
の
猶
予
措
置
の
期
限
に
つ
い
て
は
「
別
に
法
律
で
定
め
る
日
」
ま
で
と
し
、

社
会
保
険
適
用
拡
大
後
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

公
明
党
社
会
保
障
制
度
調
査
会
、
年
金
制
度
委
員
会

厚
生
労
働
部
会
合
同
会
議
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６
．
適
用
逃
れ
を
ね
ら
っ
た
雇
用
調
整
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
運
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
個
別
事
業
所
に
対
し
て
適
切
な

調
査
・
指
導
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

７
．
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
、
事
業
所
の
社
会
保
険
適
用
逃
れ
に
つ
い
て
そ
の
是
正
に
積
極

的
な
取
り
組
み
を
今
後
と
も
進
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
派
遣
労
働
者
な
ど
の
社
会
保
険
適

用
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
そ
の
適
正
な
運
用
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
と

す
る
。

８
．
特
に
第
3
号
被
保
険
者
に
お
い
て
は
、
保
険
料
負
担
の
み
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

誤
解
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
制
度
改
革
の
趣
旨
に
つ
い
て
施
行
ま
で
に
十
分
な
周
知
を
図
り

理
解
を
促
す
も
の
と
す
る
。

９
．
3
号
被
保
険
者
全
体
の
保
険
適
用
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度
の
個
人
単
位

化
を
進
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

１
０
．
2
0
時
間
以
上
3
0
時
間
未
満
の
短
時
間
労
働
者
と
3
0
時
間
以
上
の
短
時
間
労
働
者
に
つ

い
て
は
適
用
の
基
準
が
異
な
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
の
整
合
性
の
観
点
や
運
用
上
の

実
態
を
踏
ま
え
今
後
の
統
一
的
な
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。
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